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環
境
省
は
先
ご
ろ
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
パ
ネ
ル
（
第
２
回
）」
を
開
い
た
。
２
０
１
８
年
に
ま

と
め
ら
れ
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
懇
談
会
提
言
を
踏
ま
え
て
、
環
境
・
社
会
・
企
業
統
治
を
重
視
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ

金
融
の
主
流
化
に
向
け
た
議
論
・
行
動
の
場
だ
。
当
日
は
小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
を
は
じ
め
、
委
員
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
一
堂
に
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
共
有
し
た
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
一
般
の
入
場
者
は
制
限
し
、
会
議
の
模
様
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
同
時
配
信
し
た
。

ＥＳＧ金融ハイレベル・パネルＥＳＧ金融ハイレベル・パネル

　
委
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
よ

る
意
見
交
換
で
は
、
ま
ず
直
接

金
融
業
界
に
よ
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
討
議
し
た
。

　
気
候
変
動
に
関
す
る
金
融
リ

ス
ク
、
そ
の
影
響
や
複
雑

さ
は
金
融
危
機
を
し
の
ぐ

と
い
わ
れ
、
海
外
で
は
、

気
候
変
動
は
経
済
的
な
損

失
を
も
た
ら
す
待
っ
た
な

し
の
課
題
と
い
う
認
識
が
強
ま

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

金
融
の
社
会
的
役
割
も
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
る
。
金
融
庁

と
日
本
銀
行
が
参
加
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｆ
Ｓ（
中
央
銀
行
と
金
融
監
督
当

局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
の
議

論
等
を
通
じ
て
、
日
本
も
世
界

と
危
機
感
を
共
有
し
、
総
合
的

な
国
家
戦
略
を
打
ち
出
す
こ
と

が
重
要
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の

拡
大
を
促
す
に

は
、
情
報
開
示
の

強
化
に
よ
る
企
業

と
投
資
家
の
建
設

的
な
対
話
、Ｅ
Ｓ

Ｇ
投
資
を
担
う
人

材
育
成
、
イ
ン
パ

ク
ト
評
価
手
法
の

検
討
な
ど
が
必
要

と
の
声
が
あ
っ

た
。
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
ャ
ー
だ
け
で

な
く
、
資
金
の
出

し
手
で
あ
る
ア
セ

ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の

意
識
を
高
め
る
重

要
性
も
指
摘
さ
れ

た
。
責
任
投
資
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）

や
責
任
銀
行
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｂ
）
に

対
す
る
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、

金
融
機
関
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
支
援
す
る
活
動
も
求
め
ら
れ

る
。
　
環
境
・
社
会
課
題
の

解
決
と
経
済
成
長
を
両

立
さ
せ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

達
成
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
投
資
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
結
び
付
け
て

考
え
る
視
点
も
示
さ
れ
た
。

　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ

ー
ド
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
気

候
変
動
を
含
む
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を

考
慮
し
、
企
業
に
働
き
か
け
る

責
任
な
ど
を
議
論
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
を

含
む
情
報
開
示
の
強
化
や
、
日

本
の
取
り
組
み
を
世
界
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
意
見

も
出
た
。

　
環
境
・
社
会
課
題
の
解
決
は
、

企
業
に
と
っ
て
収
益
機
会
で
も

あ
る
と
い
う
認
識
は
広
が
り
つ

つ
あ
る
。Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
社
会
を

変
え
る
力
を
持
つ
た
め
に
も
、

そ
の
意
義
を
実
感
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
の
方
針

が
示
さ
れ
た
。

　
昨
年
Ｐ
Ｒ
Ｂ
が
発
足
し
、Ｅ
Ｓ

Ｇ
金
融
は
間
接
金
融
に
お
い
て

も
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
き

た
。
気
候
変
動
を
は
じ
め
と
し

た
社
会
課
題
の
解
決

に
は
、
民
間
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
資
金

の
活
用
が
不
可
欠
だ
。

様
々
な
産
業
の
結
節

点
と
な
る
銀
行
は
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機
能

を
通
じ
て
社
会
課
題

の
解
決
や
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
こ
と
が
使
命

で
あ
る
。

　
銀
行
界
の
取
り
組

み
促
進
に
向
け
て
、
全
国
銀
行

協
会
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の

推
進
方
針
を
策
定
。
会
員
銀
行

の
取
り
組
み
事
例
の
共
有
に
加

え
、Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
・
投
融
資
ポ

リ
シ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み
も

支
援
し
て
い
る
。
会
長
行
の
三

井
住
友
銀
行
で
は
、
社
会
の
重

点
課
題
を
「
環
境
」「
次
世
代
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

３
つ
に
特
定
し
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
を
展
開
。
世
界

に
先
駆
け
、Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

提
言
に
沿
っ
た
気
候
変

動
リ
ス
ク
量
の
開
示
を

実
施
し
た
。

　
経
済
活
動
は
株
主
至

上
主
義
か
ら
、
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を

意
識
し
た
経
営
を
重
視

す
る
方
向
（
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義
）
へ
シ
フ

ト
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
気
候
変

動
に
対
す
る
世
界
の
政
財
界
リ

ー
ダ
ー
の
問
題
意
識
は
高
ま
っ

て
お
り
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た

プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

金
融
機
関
に
は
存
在
感
を
も
っ

て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
私
が
テ
ー
マ
と
し
て
い
る「
環

境
先
進
国
・
日
本
の
復
権
」
の

た
め
に
は
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
大

国
・
日
本
」
と
な
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
。
国
内
で
は
、「
２
０
５

０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
」
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
を
宣
言
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
３
月
１０
日
現
在
、
約

８０
自
治
体
、
そ
の
人
口
を
合
わ

せ
れ
ば
約
６
０
０
０
万
人
に
達

す
る
。
我
が
国
の
人
口
の
過
半

数
を
突
破
す
れ
ば
、
脱
炭
素
社

会
に
向
け
た
動
き
は
不
可
逆
的

に
進
む
だ
ろ
う
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
同
士
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
都
消
に
も
つ
な
が
る
。

こ
う
し
た
地
域
を
中
心
に
、
企

業
を
含
め
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
り

組
み
が
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て

い
く
よ
う
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
を
着

実
に
大
き
く
育
て
る
こ
と
で
、

日
本
の
脱
炭
素
化
や
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」
へ
の
動
き
を
加
速
さ

せ
た
い
。

　
環
境
省
は
今
年
度
、
グ

リ
ー
ン
ボ
ン
ド
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
改
訂
し
、「
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ン
及
び
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
・
リ
ン
ク
・
ロ

ー
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
し
た
。「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
地
域

金
融
実
践
ガ
イ
ド
」
や
、
気
候

関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
）
提
言
に
沿

っ
た
「
シ
ナ
リ
オ
分
析
実
践
ガ

イ
ド
」
改
訂
版
な
ど
と
併
せ
、

取
り
組
み
の
拡
大
に
つ
な
げ
た

い
。
　
今
年
１０
月
の
Ｐ
Ｒ
Ｉ

ｉ
ｎ

Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ（
年
次
総
会
）
と
の

連
携
開
催
を
に
ら
み
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

地
域
金
融
の
普
及
展
開
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

イ
ン
パ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
基
本
的
考
え
方
な
ど
を
取
り

ま
と
め
、
世
界
に
発
信
し
て
い

く
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

分
野
で
も
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
の
環

境
整
備
を
進
め
る
予
定
だ
。
Ｅ

Ｓ
Ｇ
金
融
の
さ
ら
な
る
主
流
化

に
向
け
、
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
て
い
く
。

　
地
方
創
生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
は
親
和
性
が
高
い
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
に
基
づ
く
２
０
２
０
年

度
か
ら
の
第
２
期
の

取
り
組
み
で
は
①
地

方
へ
の
ひ
と
・
資
金

の
流
れ
を
強
化
す
る

こ
と
②
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
５
・
０
の
実
現
に

向
け
た
技
術
の
活
用

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動

力
と
し
た
地
方
創
生

を
進
め
る
こ
と
③
地

方
創
生
を
支
え
る
人

材
を
育
て
る
こ
と
④

地
域
づ
く
り
を
担
う
民
間
企
業

や
組
織
と
協
働
す
る
こ
と
⑤
あ

ら
ゆ
る
人
が
活
躍
で
き
る
地
域

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
⑥
地
域

経
営
の
視
点
で
取
り
組
む
こ
と

―
―

が
重
要
に
な
る
。

　
特
に
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

活
用
に
よ
り
、
地
方

の
農
業
や
観
光
、
地

場
産
業
に
は
大
き
な

変
革
が
期
待
で
き
る
。

遠
隔
で
の
教
育
や
医

療
が
可
能
に
な
れ
ば
、

地
方
で
の
生
活
へ
の

不
安
も
払
拭
で
き
る
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中

で
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
考
え
、
そ
こ
に
Ｅ

Ｓ
Ｇ
金
融
を
絡
ま
せ

れ
ば
、
環
境
省
が
掲
げ
る
「
地

域
循
環
共
生
圏
」
の
実
現
に
も

つ
な
が
る
。

　
地
域
循
環
共
生
圏
を
推
進
す

る
に
は
、
具
体
的
な
実
装
の
姿

を
見
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

地
域
が
変
わ
る
の
は
簡
単
で
は

な
い
が
、
そ
の
変
化
を
Ｅ
Ｓ
Ｇ

金
融
が
ど
こ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
か
が
問
わ
れ
る
。
地
域
金

融
機
関
に
は
、
地
域
の
中
心
人

物
と
し
て
変
化
の
シ
ナ
リ
オ
を

描
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
気
候
変
動
は
、
我
々
の
生
活

や
金
融
・
経
済
制
度
に
大
き
な

影
響
を
与
え
始
め
て
い
る
。
当

社
の
会
長
兼
最
高
経
営
責
任
者

（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
で
あ
る
ラ

リ
ー
・
フ
ィ
ン
ク
は
、

投
資
先
企
業
が
長
期

的
な
利
益
を
達
成
す

る
た
め
、
存
在
意
義

（
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・

パ
ー
パ
ス
）
を
認
識

し
、
長
期
的
な
経
営

戦
略
を
描
く
こ
と
が

重
要
と
の
考
え
か

ら
、
２
０
１
２
年
よ

り
毎
年
書
簡
を
出
し

て
き
た
。
今
年
の
投
資
先
Ｃ
Ｅ

Ｏ
宛
て
書
簡
で
指
摘
し
た
よ
う

に
、
気
候
変
動
に
関
す
る
リ
ス

ク
認
識
は
急
速
に
変
化
し
、
近

い
将
来
、
大
規
模
な
資
本
の
再

配
分
が
加
速
す
る
。
運
用
会
社

と
し
て
受
託
者
責
任
を
果
た
す

た
め
に
も
、
こ
の
重
要
な
機
会

（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
レ
ミ

ア
ム
）
を
認
識
し
、
顧
客
で
あ

る
投
資
家
の
気
候
変
動
に
関
す

る
イ
ン
パ
ク
ト
や
低
炭
素
社
会

へ
の
移
行
を
支
援
す
る
こ
と
が

責
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
リ

ス
ク
管
理
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

組
成
の
中
心
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
位
置
付
け
て
い
る
。

　
こ
の
１
月
に
は
、

国
際
決
済
銀
行（
Ｂ
Ｉ

Ｓ
）が
気
候
変
動
時
代

の
中
央
銀
行
の
役
割

に
焦
点
を
当
て
た「
グ

リ
ー
ン
ス
ワ
ン
」報
告

書
を
公
表
し
た
。
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
に

よ
り
、
世
界
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
変
化
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
。
中
央
銀
行
や

政
府
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）

の
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。

技術と金融が
地域を変える
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髙
島
氏
の
講
演
を
受
け
、
間

接
金
融
業
界
に
よ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
実
施

し
た
。

　
ま
ず
地
域
で
持
続
可
能

な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
ど
う

構
築
す
る
か
を
テ
ー
マ

に
、
環
境
省
か
ら
地
域
循

環
共
生
圏
の
創
出
に
向
け

た
取
り
組
み
の
進
捗
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。
地
域
の
金
融

機
関
同
士
や
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
国
立
公

園
の
資
源
活
用
や
Ｅ

Ｓ
Ｇ
融
資
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
例

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
自
治
体
か
ら
は
、

経
済
団
体
と
地
域
金

融
機
関
が
連
携
し
な

が
ら
新
た
な
制
度
金

融
の
枠
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
と
の

意
見
が
出
た
。
地
域

間
の
資
金
循
環
の
仕

組
み
の
強
化
や
、
地

域
レ
ベ
ル
で
の
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活

用
、
地
域
の
環
境
・

社
会
課
題
に
対
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
評
価
の
必
要
性
な

ど
に
つ
い
て
指
摘
す
る
識
者
も

い
た
。

　
地
域
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
の
実

践
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
地
域

金
融
機
関
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ（
共
通
価
値

の
創
造
）
経
営
の
実
践
や
、
地

域
の
特
性
や
潜
在
的
な
資
源
価

値
を
評
価
し
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

に
結
び
付
け
る
こ
と
な
ど
が
求

め
ら
れ
た
。
制
度
的
な
支
援
に

よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
資
金
の
流
れ
を
生
み
出

す
こ
と
が
重
要
と
の
意
見
も
あ

っ
た
。

　
地
域
課
題
解
決
の
重
要
性
が

高
ま
る
中
、
地
域
金
融
機
関
の

存
在
が
自
律
的
な
好
循
環
を
生

む
鍵
に
な
る
。
地
方
創
生
の
担

い
手
と
し
て
、
単
な
る
資
金
供

給
だ
け
で
な
く
、
企
業
価
値
を

高
め
る
た
め
の
本
業
支
援
を
行

っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
た
。

　
　
　
◇
◇
◇
◇
◇
　

　
意
見
交
換
の
終
了
後
、Ｅ
Ｓ
Ｇ

金
融
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
パ
ネ
ル
の

下
部
組
織
と
し
て
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
地

域
金
融
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
と

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
イ
ン

パ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
」
を
設
置
し
、
議

論
を
深
め
る
こ
と
で

合
意
。
１０
月
開
催
予
定
の
「
Ｅ

Ｓ
Ｇ
金
融
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
パ
ネ

ル
（
第
３
回
）」
で
、
そ
の
成
果

を
報
告
す
る
と
し
た
。

間接金融業界による取り組みについて
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促
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変
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握
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金
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